




















































































































各意味 ① ② ③ ④ ⑤ ⑥
出現数 224 48 139 23 64 2
割合％ 44.8% 9.8% 27.6% 4.4% 12.8% 0.4%
前接文脈 後接文脈
要素 数値 要素 数値
の 83 を 93
なし2） 46 に 29
が 15 の 25
は 10 は 22








































要素 数値 要素 数値
なし 14 が 9
形容詞4） 12 を 7
の 7 は 4




つ興味深い点は、前接要素の第 5位である第 4種類動詞と表の中に入っていない第 6位の副詞は例文
（11）と例文（12）のように、すべて過去形「た」の形で出てきているというところである。
加えて、意味③の「顔」の直後に、格助詞「を」の使用数が最も多いことも明らかになった。これ


























要素 数値 要素 数値
形容詞 29 を 64
様態表現 26 で 34
の 16 が 19
なし 11 は 9
第 4 種動詞 8 なし 7
前接文脈 後接文脈
要素 数値 要素 数値
なし 8 を 17
と 5 見知り6） 5







































要素 数値 要素 数値
の 29 を 41
なし 14 が 17
が/に 6 は 3

































① ② ③ ④ ⑤ ⑥
『容疑者Xの献身』 126（49.2%） 11（4.3%） 95（37.1%） 5（2.0%） 19（7.4%） 0（0%）
『さよなら、ビビアン』 108（63.5%） 14（8.2%） 33（19.5%） 5（2.9%） 10（5.9%） 0（0%）
合計 234（54.9%） 25（5.9%） 128（30.1%） 10（2.3%） 29（6.8%） 0（0%）
「」系 省略 「面」系 表情  眉 相 その他
220 62 29 23 23 11 8 50
林 筱
－ 80 －
少なくない。表 9に示されている 62 例の中に 53 例が意味①と意味③の「顔」に属している。このよ
うな場合は、「顔」の直前か直後に出る要素しか訳文に残されていない。さらには、中国語の「表



































5） 動詞をアスペクトの観点から分類すると、4つの種類に分かれる。その第 4番目のものを「第 4種類動詞」
といい、「形状動詞」ともいう。











An Analysis of Polysemant Word “Kao”
LIN, Xiao
This paper focuses mainly on the usage of polysemant word “kao”. In order to study the basic
meaning and extended meaning of “kao”, this paper specializes in analyzing it from the perspective of
econometric linguistics. This paper also picked out sentences in which “kao” is used from bilingual
novels and examined how “kao” is used in Chinese are extracted. “kao” has been expanded from
primary meaning to various meanings, but the most commonly used meaning is primary meaning. It
is also clear from this survey that there are no Chinese words which can easily correspond to
Japanese polysemous word “kao”.
林 筱
－ 82 －
